
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                        
 

   

 
 

か
た
の
生
涯
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
１
０
に
区
切 

 
り
、
第
一
回
は
初
め
の
１
～
３
を
し
て
、
今
回 

は
４
～
５
の
看
護
婦
を
め
ざ
す
、
帝
国
大
学
病 

院
で
働
く
部
分
を
深
め
ま
し
た
。 

① 

か
た
が
上
京
し
た
時
の
堀
正 

池
田
侯
爵
輝

知
（
旧
藩
主
）
は
鳥
取
県
出
身
の
学
生
寮
を
経

営
し
て
い
た
が
、
明
治
２
３
年
早
世
し
た
。
堀

は
明
治
２
０
年
５
月
長
崎
県
島
原
警
察
署
長

を
退
職
し
、
帰
農
を
目
指
し
て
い
た
が
、
明
治

２
７
年
１
月
、
掘
５
６
歳
の
時
、
久
松
閣
（
後

に
久
松
学
舎
）
舎
監
を
引
き
受
け
て
い
た
。 

② 

東
京
帝
国
大
学
看
護
婦
養
成 

桜
井
女
学
校

の
第
一
期
生
の
実
習
を
引
き
受
け
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
か
た
の
入
学
は
第
６
期
生
で
、
明

治
２
８
年
で
あ
っ
た
。
何
月
か
ら
か
は
詳
し
い

資
料
を
探
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
か
た
の

「
お
も
い
で
」
他
、
近
代
看
護
を
聞
き
取
り
で

残
し
た
看
護
史
研
究
家
高
橋
政
子
さ
ん
（
鳥
取

市
出
身
）
の
功
績
・
話
題
に
及
ん
だ
。 

③ 

札
幌
の
森
廣 

先
の
「
お
も
い
で
」
に
も
出
て

く
る
が
、
『
ポ
プ
ラ
物
語
』
に
は
看
護
婦
時
代

の
か
た
が
出
て
く
る
。
森
少
年
は
か
た
に
励
ま

さ
れ
、
左
足
の
自
由
を
失
っ
た
代
り
に
、
生
き

る
勇
気
と
深
い
信
仰
を
得
た
。
後
に
北
海
道
の

ポ
プ
ラ
の
父
と
言
わ
れ
た
。 

④ 

足
尾
銅
山
古
河
市
兵
衛
妻
タ
メ 

訪
問
看
護

で
か
た
は
タ
メ
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
し
た
。
鉱

毒
被
害
の
実
態
を
知
っ
た
夫
人
は
神
田
川
に

投
身
自
殺
す
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
載
せ
た

「
万
朝
報
」
の
記
事
一
部
を
読
む
。 

⑤ 
弓
町
本
郷
教
会
同
志
看
病
婦
会 

か
た
は
明

治
３
４
年
１
１
月
に
発
足
し
た
同
志
看
病
婦

会
の
中
心
的
な
看
護
婦
で
あ
っ
た
が
、
翌
明
治

３
５
年
春
、
企
救
男
と
の
結
婚
の
た
め
、
他
の

人
に
委
ね
て
小
樽
へ
行
く
。
か
た
の
看
護
婦
活

動
は
５
年
間
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 

次
回
は
か
た
の
禁
酒
運
動
・
参
政
権
運
動
を
テ

ー
マ
に
し
ま
す
。 

 

か
た
の
養
父 

堀 

正
の
曾
孫
さ
ん
が
ち
ょ
う
ど

鳥
取
に
来
ら
れ
て
、
研
究
会
に
出
席
さ
れ
ま
す
。

何
か
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！ 

  
 

   

明
治
５
年
２
月
１
日
か
ら
明
治
１
９
年
１
０
月 

１
５
日
ま
で
「
壬
申
戸
籍
」
と
も
呼
ば
れ
、「
本
籍

は
、
住
所
地
に
お
い
て
屋
敷
に
ふ
ら
れ
た
番
号
（
番

屋
敷
）
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、
住
所
登
録
の
性
格

も
持
っ
て
お
り
、
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
の
役
割

も
は
た
し
て
い
た
。
」
よ
う
だ
。
（
清
水
潔
著
『
戸

籍
を
読
み
解
い
て
家
系
図
を
つ
く
ろ
う
』
日
本
法

令
出
版
） 

 

明
治
１
９
年
式
戸
籍
に
つ
い
て
は
、「
地
租
を
目

的
と
し
た
土
地
台
帳
の
整
備
に
よ
り
、
居
住
地
に

付
番
さ
れ
た
番
号
に
よ
る
地
番
を
付
す
こ
と
と
さ

れ
た
。
」
と
あ
る
。
（
大
里
知
彦
著
『
旧
法
親
族
相

続
戸
籍
の
基
礎
知
識
』
テ
イ
ハ
ン
出
版
） 

 

番
屋
敷
か
ら
直
接
的
に
番
地
を
知
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
古
い
地
名
は
現
在
の
住
所
と

違
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
現
在
、
こ
れ

ら
を
す
り
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
す
り
合
わ
せ
る
に
は
地
名
字
典
で

調
べ
た
り
、
法
務
局
や
役
所
の
教
育
委
員
会
や
固

定
資
産
税
課
に
問
い
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。（
岩

本
卓
也
著
『
な
ぜ
い
ま
家
系
図
を
作
る
べ
き
な
の

か
？
』
枻
出
版
社
） 

みんなで学びひろめよう！ 碧 川 か た 研究会報   第２号 
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第
２
回
研
究
会
を
４
月
２
０
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
行
い
ま
し
た
。 

 

４月２０日（金）研究会 

明
治
期
の
戸
籍
で
は
住
所
表
示
が
現
在
の
記
載

方
法
は
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。 

岡
山
県
立
図
書
館
提
供
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例 

を
ネ
ッ
ト
で
見
た
の
で
、
今
回
は
こ
の
記
事
を
載 

せ
、
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 



                              

「
碧
川
か
た
」
と
の
出
会
い
再
び 

 

昭
和
５
２
年
頃
、
鳥
取
市
の
私
の
自
宅
に
、
看

護
学
生
時
代
の
友
人
が
遊
び
に
来
た
。
そ
の
時
の

彼
女
の
土
産
が
高
橋
政
子
ら
の
「
土
曜
会
」
編
著

『
日
本
近
代
看
護
の
歴
史
』
で
あ
っ
た
。
碧
川
か

た
・
高
橋
政
子
が
鳥
取
出
身
で
あ
る
こ
と
も
知
り
、

看
護
歴
史
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
合
っ
た
。 

興
味
が
広
が
り
、
鳥
取
の
看
護
歴
史
を
調
べ
始

め
、
友
人
の
、
当
時
鳥
取
赤
十
字
看
護
学
校
教
員

の
諸
家
香
代
子
さ
ん
、
同
じ
く
鳥
取
県
立
中
央
病

院
内
科
森
英
俊
医
師
に
参
加
を
得
て
「
土
曜
会
」

を
創
っ
た
。
時
が
経
ち
各
自
仕
事
や
環
境
の
変
化

で
、
会
の
続
行
が
困
難
と
な
り
、「
退
職
後
の
楽
し

み
に
し
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
二
～
三
年
で
休

止
し
た
が
、
未
だ
再
開
で
き
て
い
な
い
。 

そ
の
頃
山
陰
中
央
新
報
の
「
歴
史
を
彩
っ
た
山

陰
の
お
ん
な
」（
昭
和
６
０
年
２
月
２
７
日
）
の
コ

ー
ナ
ー
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、「
碧
川
か
た
」
の
こ

と
を
書
い
た
。
知
ら
れ
て
い
な
く
て
反
響
が
予
想

外
に
多
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
後
角
秋
勝
治

氏
の
精
力
的
著
書
『
鐘
は
既
に
鳴
れ
り
』
の
発
刊
、

「
碧
川
か
た
顕
彰
碑
」
建
立
で
、
多
く
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
ま
た
鳥
取
県
の
文
化
的
遺
産
が
目
に

見
え
る
形
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と

思
う
。 

こ
の
度
「
碧
川
か
た
研
究
会
」
へ
参
加
の
機
会

を
得
た
。
知
見
の
高
い
メ
ン
バ
ー
の
方
々
、
専
門

的
研
究
の
方
法
、
そ
の
深
さ
と
広
さ
に
刺
激
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
を
学
ぶ
楽
し
み
（
と
苦
し

み
）
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

元
看
護
師 

佐
々
木
美
幸 

 

            

佐
々
木
美
幸
さ
ん
と
は
、
四
井
が
碧
川
か
た
顕

彰
碑
実
行
委
員
を
始
め
た
頃
に
知
り
合
い
ま
し
た
。

今
は
戦
時
中
の
鳥
取
市
の
あ
る
保
健
師
を
研
究
し

て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
四
井
） 

 

          

［
今
後
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
］ 

６
月
２
１
日
（
木
）
１
０
時
～
１
１
時
（
後
半
） 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

１
４
時
～
１
５
時
（
後
半
） 

「
ふ
る
さ
と
人
物
評
伝 

赤
と
ん
ぼ
の
母
」
３
０
分 

 
 

於 

鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 

鳥
取
・
放
送
文
化
（
映
像
）
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 

因
幡
万
葉
歴
史
館
で
の
展
示 

「
赤
と
ん
ぼ
の
母 

碧
川
か
た
の
生
涯
」
手
づ
く
り
資
料
展 

 
 

会
期 

６
月
３
０
日
（
土
）
～
７
月
２
２
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     

 
 

       

★
第
３
回
目
は
５
月
１
９
日
（
土
） 

 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 

場
所
は
前
回
と
同
じ
く
県
図
書
２
階
小
研
修
室 

 

初
め
て
の
方
で
も
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。 

★
４
回
目
は
今
秋
の
予
定
で
す
。 

                問い合わせ：たつの「ｶﾞﾚﾘｱ ｱｰﾂ＆ﾃｨｰ」☎0791（63）3555 

2018 年 5 月 26 日（土）13 時から龍野経済交流センターで 

あります。よい季節ですからたつの市観光を兼ねて、聞きにいかれてはどうでしょうか。 

な
ぜ
研
究
会
を
す
る
の
？ 

 

朝
ド
ラ
に
向
け
て
は
、
県
民
の
盛
り
上
が
り
は

も
ち
ろ
ん
、
史
実
を
踏
ま
え
た
１
３
０
話
程
度
の

物
語
が
必
要
で
、
県
内
の
郷
土
史
家
や
「
赤
と
ん

ぼ
の
母
」
研
究
者
、
フ
ァ
ン
な
ど
の
方
々
が
意
見

発
表
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

とりぎん文化会館ロビーでの 

佐々木さん（左）と四井 今年２月１７日 

設
営
：
６
月
２
８
日
（
木
）
午
後
１
時
か
ら
５
時 

 
 
 
 
 

（
２
９
日
四
井
最
終
点
検
） 

ふ
る
さ
と
伝
言
版
出
演
：
２
９
日
１
４
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取 

 
 
 
 
 
 

集
合
、
夕
方
放
映
で
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
３
０
日
１
０
時
半 

岡
野
貞
一
記
念 

合
唱
団
出
演
あ
り
、
そ
の
後
展
示
物
説
明 

あ
り
、
多
ぜ
い
ご
参
集
く
だ
さ
い
。 

７
月
６
日
（
金
）
１
４
時
～
河
野
さ
ん
鳥
取
着
、
歓
迎 

７
日
（
土
）
１
０
時
～
１
２
時 

 
 
 
 

ト
ー
ク
河
野
浩
美
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

著
作
『
命
一
コ
マ
』
で
第
４
回
読
売 

 
 
 
 
 
 
 

「
女
性
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

」 

 
 
 
 
 
 
 

大
賞
入
選 

撤
去
の
協
力
：
７
月
２
２
日
（
日
）
午
後
４
時
半
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

角秋勝治氏 講演会 

「赤とんぼの母の生涯」 


